
会 議 録 

平成26年３月26日定例教育委員会を北島町総合庁舎６階視聴覚室において開催

した。 

 

１ 会議に出席した委員 

  １番 久湊   薫 委 員 

  ２番 板東  久男 委 員 

  ３番 巻島  恵子 委 員 

  ４番 三好 久美子 委 員 

  ５番 辻村  邦雄 委員長 

  ６番 北島  孝昭 教育長 

 

２ 会議に欠席した委員 

  な し 

 

３ 本会の書記 

   事務局局長 小西 昌幸 

 

４ 議題 

  （１）北島町教育委員会事務局組織規則の一部改正について 

（２）北島町立図書館・創世ホール管理規則の一部改正について 

（３）幼・小・中連携推進事業について 

 

５ その他 

 

委員長 午後６時00分開会し、あいさつの後、議事録署名者を会議に諮り、次 

    のとおり選任する。 

    ４番 三好委員 

    ６番 北島委員 

 

委員長 それでは、議事に入りたいと思います。議事(１)の北島町教育委員会 

事務局組織規則の一部改正について、議事(２)の北島町立図書館・創 

世ホール管理規則の一部改正について、あわせて事務局からご説明 

ください。 

局 長 議事（１）（２）は関連しておりますので、あわせてご説明いたします。 

北島町では４月から職員の役職名が少し変わります。今までは係長と 

技術係長という役職名があったのですが、それを係長に統一する。職 

名から技術という文字をなくす、技師という職名もなくすということ 

です。また図書館では以前は副館長という職名だったものを館長補佐 

という呼び方にしようということで、それに伴う規則改正をしようと 

いう案です。 

同時に、事務分掌の見直しもありました。その規則も改正されます。 

特徴的なものとしては、公報委員会の事務局が総務課に移行します。 

北島町の広報紙「町報きたじま」は、現在７名の民間ボランティアに 

よる町公報委員会が編集していますが、元々は公民館活動の一環で町 

の広報紙が編集されていたとうことで、その名残でずっと教育委員会 

に事務局があったわけです。この事務局が、４月から広報広聴係のい 

る総務課に移行しますので、事務分掌表が変わります。また、図書館・ 

創世ホールの事務分掌に、図書館所蔵の歴史資料の研究公開に関する 



こと、という項目が増えました。そういう変更に伴う規則改正です。 

委員長 今、事務局から詳しくお話しがありましたが、ご意見ありますか。 

委 員 建設課の職員が、技師とか技術係長などと呼ばれることがありますね。 

それを単に主事とか係長という呼び名にするということですね。 

教育長 年数がたってその人が例えば課長補佐になった時に、技術課長補佐で 

は、呼び名に困ってしまうので、シンプルな呼び名にしようというこ 

とのようです。 

委 員 それはそうですね。 

委員長 ほかにありますか。 

委 員 特にありません。 

委員長 では、議事(１)と議事(２)について承認を与えます。 

委 員 異議なし。 

委員長 次に議事(３)の幼・小・中連携推進事業について、事務局からの説明 

をお願いします。 

局 長 お手元に資料をお配りしていますのでご覧ください。《幼・小・中連携 

推進事業「学びのかけ橋」プロジェクト実施要項》、それから北島町の 

事業実施計画書、新聞記事、鳴門市や藍住町の取組の資料です。 

平成26年度の北島町教育委員会の新規事業として「学びのかけ橋」プ 

ロジェクトに手をあげました。この間、幼・小・中の連携接続の重要 

性に関して教育委員会として勉強してきました。幼稚園から小学校に 

行くときの「小一プロブレム」、小学６年生から中学校に上がるときの 

｢中一ギャップ」が問題になっています。その克服を目指した事業です。 

26年度・27年度、２年間の取組で、１人先生を配置して、その先生が 

小学校や中学校に赴いて、各園・各学校の先生と連携しながら、５月 

には鳴門教育大学の先生、県教委、町内各校の先生、町教委事務局な 

どが集まり、「学びのかけ橋」プロジェクト推進協議会を開きます。 

２枚目の資料は、北島町から県教委に提出した実施計画書です。研究 

指定校は町内の３つの幼稚園、３つの小学校、１つの中学校で、実践 

研究テーマは「心豊かにたくましく生きる子ども～幼・小・中をつな 

ぐ教育のあり方～」。現状と課題の部分を拾ってみますと、小学校生活 

に切り替えができにくい子ども、中学校では教科学習など小学校と違 

う環境への戸惑いや上級生との人間関係に不安を抱く生徒が多いよう 

に見受けられる。一方家庭や地域が子どもを育てるといった意識の低 

下などの課題があり、そのため学校がより多くの役割を担うような状 

況があり、その対応に悩む教職員も少なくないという認識です。それ 

らの悩みや課題を幼・小・中の教職員が深く話し合い、問題解決の方 

策を議論することの重要性がはっきりしています。それらの課題解決 

に向けた研究を深めてゆこうというのがこの事業のあらましです。 

教育長 この事業については、県内ではほかに東みよし町さんが取り組まれる 

ことになっています。北島町では、中学校の英語の先生によるコーデ 

ィネートをやろうとしています。小学６年と中学１年の英語に中学校 

の先生が関わり、その先生が週に１回か２回、教育委員会にも来てい 

ただきます。幼稚園の先生も中学校に行くようにしたいと思います。 

５月に第１回推進委員会を開きます。教師の研究会もやってゆきます。 

委員長 子どもたちに刺激を与えることができ、よいことですね。 

教育長 分散型の幼・小・中一貫教育を目指せると思います。 

委員長 この事業については、ほかにご意見ありませんか。 

委 員 ありません。 

委員長 ２年間試行錯誤があると思いますが、進めてください。それでは、会 



議を終了します。 

    全協議終了、午後７時50分閉会を宣する。 

 

以上会議の顛末を記載し、その相違がないことをここに署名します。 

 

平成26年３月26日 

                 書   記 小西 昌幸 

                 議事録記名 三好久美子 

議事録記名 北島 孝昭 


